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45,680世帯（－  4）
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平成26年12月１日現在（前月比）
人口／
男性／ 
女性／
世帯／
面積／

統計情報

今月のカバー

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/
鹿屋市公式 facebook
https://www.facebook.com/
Kanoya.City
鹿屋市ラジオ広報番組
ＦＭかのや（77.2MHz）
（月～金曜日、8：05～と16：05～）

鹿屋市広報

ラブ&ピース
市の花　ばら

ピンクの縁取りのバラ。11月12日、「永
遠の０」の撮影記念に、桐谷健太さんと
広末涼子さんがばら園内に植樹。
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明日への扉

日髙 大作さん
23

ふしぎな岬の物語
映画女優として常に輝き続けている吉永小百合等そうそうたる俳

優陣が名を連ね、味わい深い人々の心に寄り添いあう至福の物語

として紡いでいく。日本映画の温もりを感じる、この心地よいひ

とときを是非ご堪能ください。

◎上映時間（117 分）
　① 10 時～　② 13 時～　③ 16 時～　④ 19 時～　
◎鑑賞料
　一般／ 1,800 円　高・大学生／ 1,500 円 
　中学生以下／ 1,000 円　60 歳以上／ 1,000 円
問リナシティかのや　☎ 35-1001

特別
割引
券

ふ
し
ぎ
な
岬
の
物
語

割
引
券
を
お
持
ち
の
人
に
30
0円

（
中
学
生
以
下
は
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0円
）を
割
引
し
ま
す
。

映画情報

１/17土 ２/６金～
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段
で
の
魚
の
提
供
や
、
地
元
向
け
の

味
付
け
に
し
て
あ
る
「
か
の
や
か
ん

ぱ
ち
玉
手
箱
」
の
商
品
開
発
な
ど
に

現
在
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

今
回
、
商
店
街
グ
ル
メ
№
１
決
定

戦Show
-

１
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ

に
参
戦
す
る
た
め
「
カ
ン
・
パ
エ
リ

ア
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
若
い
女
性
。
女
性

が
食
べ
や
す
く
、
お
し
ゃ
れ
な
パ
エ

リ
ア
を
選
び
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
の
食
材
に
使
用
す
る
の

は
、
全
国
第
２
位
の
水
揚
げ
量
を
誇

る
カ
ン
パ
チ
で
す
。
か
の
や
カ
ン
パ

チ
は
、
市
の
花
で
あ
る
バ
ラ
の
エ
キ

ス
を
餌
に
混
ぜ
、
抗
酸
化
力
の
あ
る

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
吸
収
し
た
臭
み

の
少
な
い
味
が
特
徴
で
す
。

　

こ
の
か
の
や
カ
ン
パ
チ
と
別
に
注

目
し
た
の
が
ナ
ミ
ク
ダ
ヒ
ゲ
エ
ビ
。

水
深
２
０
０
ｍ
に
生
息
し
、
錦
江
湾

で
し
か
取
れ
な
い
貴
重
な
ナ
ミ
ク
ダ

ヒ
ゲ
エ
ビ
を
唐
揚
げ
に
し
、
塩
だ
け

で
味
付
け
し
ま
し
た
。

　

サ
フ
ラ
ン
ラ
イ
ス
は
味
に
特
徴
が

あ
る
た
め
、
カ
ン
パ
チ
を
ど
の
よ
う

に
調
理
す
る
か
に
苦
心
し
ま
し
た

が
、
ご
飯
と
魚
の
割
合
、
抹
茶
や
昆

布
茶
と
い
っ
た
隠
し
味
を
使
う
こ
と

で
、
カ
ン
パ
チ
の
素
材
の
味
を
堪
能

で
き
る
商
品
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
出

店
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
評
判

を
得
な
が
ら
、
み
な
と
食
堂
等
で
常

時
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
ま
ず
はShow

-

１
グ
ル
メ
グ
ラ

ン
プ
リ
で
の
応
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

鵜鵜
う の せう の せ

瀬瀬    洋洋
ようすけようすけ

介介 さん さん

鹿屋市漁業協同組合鹿屋市漁業協同組合
青年部長青年部長

カ
ン
・

カ
ン
・

　

パ
エ
リ
ア

　

パ
エ
リ
ア

鹿屋市漁協鹿屋市漁協
古江町7468古江町7468
☎46-3111☎46-3111

社会
見学

鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介

ナビゲーター

　

皆
さ
ん
、
カ
ン
パ
チ
を
ど
の
よ
う

に
調
理
し
て
食
べ
ら
れ
ま
す
か
。
多

く
の
皆
さ
ん
が
刺
身
や
カ
ル
パ
ッ

チ
ョ
な
ど
生
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
焼
き
物
や
煮
物
な
ど

熱
を
通
し
て
調
理
し
て
も
美
味
し
い

食
材
で
す
。

　

鹿
屋
市
漁
業
協
同
組
合
青
年
部
で

は
、
県
外
で
消
費
さ
れ
て
い
る
カ
ン

パ
チ
を
ま
ず
は
鹿
屋
の
皆
さ
ん
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
評
価
を
得
て
フ
ァ
ン
を
増
や
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
毎
月
第
３
日

曜
日
の
朝
市
を
開
催
し
、
手
頃
な
値

大人の
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豊
か
さ
と
温
も
り
を
実
感
で
き
る

　

市
民
が
主
役
の
明
る
い
未
来
づ
く
り

鹿
屋
市
長　中

西
中
西 

茂
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新年のあいさつ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
末
、
本
市
に
お
い
て
は
、
念
願
の
「
東
九

州
自
動
車
道　

鹿
屋
串
良
〜
曽
於
弥
五
郎
間
」
及

び
「
大
隅
縦
貫
道
（
串
良
鹿
屋
道
路
）」
が
開
通

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
高
速
道
路
を
活
用
し
た
物

流
の
活
性
化
や
交
流
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、「
エ
ア
ー
メ
モ
リ
ア
ル
in
か
の
や

２
０
１
４
」
で
の
10
年
ぶ
り
の
「
航
空
自
衛
隊
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
」
の
特
別
飛
行
展
示
や
夏
の
全

国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
に
大
隅
地
域
か
ら
初
出

場
を
果
た
し
た
「
鹿
屋
中
央
高
校
」
が
初
勝
利
を

飾
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な
明
る
い

年
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
市
長
就
任
１
年
目
の
昨
年
は
、
市
民
の

皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
、
鹿
屋･

大
隅
地
域
を
前

進
さ
せ
、
豊
か
さ
と
温
も
り
を
実
感
で
き
る
「
市

民
が
主
役
の
明
る
い
未
来
づ
く
り
」
を
実
現
す
る

た
め
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
産
学
官
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
進
め
て
き
た
「
鹿
屋
ア
ス
リ
ー
ト
食
堂
」
が

オ
ー
プ
ン
し
、
地
域
の
良
質
な
食
材
と
、
ス
ポ
ー

ツ
栄
養
学
に
基
づ
い
た
バ
ラ
ン
ス
食
を
全
国
に
発

信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
本
音
で
鹿
屋

の
未
来
を
語
り
合
う
意
見
交
換
会
「〝
本
気
〞
で

語
ろ
う
会
」
の
市
内
各
所
で
の
開
催
や
、
子
供
医

療
費
助
成
対
象
の
拡
充
、
か
の
や
ト
ラ
イ
ア
ル
発

注
品
の
認
定
、
小
学
校
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
活
用
な
ど
、
速
や
か
に
取
り
組
む
べ
き
公
約

の
具
現
化
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
高
齢
化

と
人
口
減
少
が
同
時
進
行
す
る
中
、
国
の
経
済
政

策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
効
果
が
地
方
経
済
の
全
て

の
業
種
に
は
未
だ
及
ん
で
な
く
、
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
、
将
来
に
夢

や
希
望
を
持
て
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
自
ら
考
え
、
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
地
方

自
治
体
を
支
援
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
方
の
創
造

と
地
方
へ
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
「
地
方
創

生
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
こ
の
取
組
に

対
応
し
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
新
た

な
施
策
に
積
極
的
に
挑
み
、
地
域
課
題
の
克
服
と

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
、

攻
め
の
農
業
に
転
進
し
、
地
域
産
業
を
牽
引
す
る

「
か
の
や
農
業
・
農
村
戦
略
プ
ラ
ン
」
の
迅
速
か

つ
着
実
な
実
行
を
は
じ
め
、
高
速
道
路
を
活
用
し

た
観
光
・
交
流
の
活
性
化
や
農
林
水
産
物
・
加
工

品
の
販
路
拡
大
、
流
通
体
制
の
強
化
６
次
産
業
化

の
推
進
、
肝
属
中
部
畑
地
か
ん
が
い
や
大
隅
加
工

技
術
拠
点
施
設
を
活
用
し
た
食
品
加
工
業
を
中
心

と
し
た
企
業
誘
致
、
創
業
支
援
な
ど
、
国
・
県
等

と
連
携
を
密
に
し
、
雇
用
と
所
得
の
増
加
に
つ
な

げ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
鹿
屋
体
育
大
学
の
最
新
の
動
作

測
定
環
境
を
有
す
る
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

研
究
棟
や
串
良
平
和
公
園
の
野
球
場
等
屋
内
練
習

場
が
稼
働
す
る
こ
と
か
ら
、
鹿
児
島
国
体
に
向
け

た
競
技
力
向
上
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、
自
主
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
誘
致
な
ど
を
さ
ら
に
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
教
育
・
保
育
環
境
の
充
実
に

引
き
続
き
取
り
組
み
、
特
に
産
科
医
な
ど
の
医
師

確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
全
力
を
挙
げ
て
そ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
御
支
援
と
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
は
、
合
併
後
10
年
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
節
目
の
年
が
皆

様
に
と
っ
て
幸
多
く
、
実
り
豊
か
な
飛
躍
の
年
に

な
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

古江沖から見た日の出
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鹿
屋
大
隅
の

鹿
屋
大
隅
の

未
来
へ

未
来
へ

東
九
州
自
動
車
道
＆
大
隅
縦
貫
道
開
通

（
曽
於
弥
五
郎
Ｉ
Ｃ
〜
笠
之
原
Ｉ
Ｃ
）
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歴
史
的
な
一
日

　

平
成
26
年
12
月
21
日
、
東
九
州
自
動
車
道
「
鹿
屋
串
良
〜
曽
於
弥
五
郎

（
17
．
７
キ
ロ
）」
が
開
通
。
同
時
に
、
大
隅
縦
貫
道
「
鹿
屋
串
良
〜
笠
之

原
（
６
．
１
キ
ロ
）」
も
開
通
し
、
鹿
屋
ま
で
高
速
道
路
が
結
ば
れ
た
歴

史
的
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
５
月
に
東
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
が
発
足
し
て
か

ら
半
世
紀
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
高
速
道
路
の
早
期
開
通
を
願
い
、
努
力
し
て
き
た
関

係
者
や
鹿
屋
市
民
の
想
い
が
、
よ
う
や
く
実
現
に
結
び
つ
き
ま
し
た
。

開
通
を
盛
大
に
祝
う

　

12
月
21
日
、
串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
国
会
議
員
や
県
知
事
、

沿
線
市
町
の
首
長
な
ど
約
４
５
０
人
が
集
ま
り
開
通
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、鹿
屋
串
良
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）に
移
動
し
、テ
ー

プ
カ
ッ
ト
や
通
り
初
め
で
、
開
通
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。
15
時
か
ら
は

一
般
開
放
が
行
わ
れ
、
車
両
が
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
陸
の
孤
島
」
の
解
消

　

鹿
屋
市
街
地
か
ら
鹿
児
島
空
港
ま
で
の
所
要
時
間
は
１
０
０
分
か
ら
74

分
と
な
り
、
約
26
分
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
市
の
環
境
も

大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。遠
方
へ
の
往
来
が
楽
に
な
り
、

人
・
モ
ノ
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
産

業
や
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
な
ど
、
こ
れ
ま
で
「
陸
の
孤
島
」
で
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
変
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
が
、
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
幕
開
け

　

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
高
速
道
路
が
開
通

し
て
本
当
に
「
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
鹿
屋
を
こ
れ
か
ら
築
き
上
げ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

平
成
元
年
１
月
31
日

　

志
布
志
町
〜
隼
人
町

　
　

基
本
計
画
区
間
に
決
定

平
成
８
年
12
月
27
日

　

志
布
志
町
〜
末
吉
町

　
　

整
備
計
画
区
間
に
決
定

平
成
10
年
６
月
13
日

　

鹿
屋
串
良
〜
末
吉
間
杭
打
式

平
成
12
年
３
月
４
日

　

国
分
IC
〜
隼
人
東
IC
供
用
開
始

平
成
14
年
３
月
２
日

　

末
吉
財
部
IC
〜
国
分
IC
供
用
開
始

平
成
15
年
12
月
25
日

　

志
布
志
町
〜
末
吉
町

　
　

新
直
轄
方
式
の
整
備
へ
移
行

平
成
22
年
３
月
14
日

　

曽
於
弥
五
郎
IC
〜
末
吉
財
部
IC

　
　

供
用
開
始

平
成
26
年
12
月
21
日

　

鹿
屋
串
良
IC
〜
曽
於
弥
五
郎
IC

　
　

供
用
開
始

東九州自動車道開通までのあゆみ

末吉
財部IC
末吉
財部IC

曽於弥五郎IC曽於弥五郎IC

野方IC野方IC

鹿屋串良JCT鹿屋串良JCT

笠之原IC笠之原IC

東原IC
細山田IC細山田IC

国分IC

加治木JCT・IC

鹿児島IC

特  集   祝！東九州自動車＆大隅縦貫道開通
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　「真新しい高速道路を自転車で走れるなんて初めての経験♪」と夫婦で参加しまし

た。26kmをママチャリでの完走は不安でしたが、高隈山麓にかかった美しい虹と、

子ども達が一生懸命ペダルを漕いでいる姿に励まされて完走！白線輝く高速道路は、

大隅の輝く未来へと繋がっているようでした。

　スタッフの皆様、感動をありがとうございました！

棈松 恒久さん・恵美子さん（今坂町）

　12 月 13 日、東九州自動車道曽於弥五郎 IC（インターチェンジ）～大隅縦貫道笠之原 IC の開通を祝い「Oh！たま
RUN!!」を開催。610 人が渡り初めを行いました。
　鹿屋串良 JCT を発着点に、招待選手による自転車ロードレースの後、サイクリング大会（26 キロ）に 330 人、ジョ
ギング大会（４キロ・８キロ）に計 280 人が参加し、開通を８日後に控え、綺麗に整備された道路を思い思いのペース
で楽しんでいました。

東九州自動車道
「鹿屋串良～曽於弥五郎間」＆大隅縦貫道開通記念

　

地
元
に
せ
っ
か
く
お
越
し
い

た
だ
い
た
参
加
者
を
「
も
て
な

す
」
た
め
、
東
原
町
内
会
は
半

年
前
か
ら
準
備
を
始
め
、
開
通

イ
ベ
ン
ト
に
用
意
し
た
食
事
は

「
紅
は
る
か
の
焼
き
い
も
１
５

０
kg
」
と
「
ソ
バ
６
０
０
杯
」。

　

紅
は
る
か
と
ソ
バ
は
、
地
域

の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
中
心
に

育
て
収
穫
し
、
芋
は
よ
り
甘
く

す
る
た
め
、
洞
窟
で
約
１
か
月

間
寝
か
せ
た
そ
う
で
す
。

　

手
間
と
時
間
を
掛
け
た
食
は

『
東
原
町
内
会
』
と
書
か
れ
た

の
ぼ
り
旗
が
立
つ
３
か
所
の
給

食
所
で
、
約
50
人
の
町
内
会
ス

タ
ッ
フ
が
東
原
の
特
産
品
で
あ

る
「
お
茶
」
と
と
も
に
笑
顔
で

振
る
舞
い
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

高
速
道
路
の
開
通
で
期
待
す

る
こ
と
を
川
﨑
会
長
に
伺
う
と

「
皆
で
団
結
し
て
東
原
を
Ｐ
Ｒ

し
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
た
い
。

そ
の
た
め
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

に
「
東
原
」
の
名
が
刻
ま
れ
た

意
義
は
大
き
い
!!
」
と
力
強
く

話
さ
れ
ま
し
た
。

東原町内会長

川﨑　勝さん

給
食
所
で
、選
手
の
皆
さ
ん
に

特
産
品
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

610610人がさわやかな人がさわやかな汗!!汗!!
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「Oh ！たま RUN!!」の動画を見る
ことができます。鹿屋体育大学自
転車競技部部員ヘルメットに装着
したカメラで撮影した臨場感ある
映像です。

動画は
ココ!!

　風が強く、距離も長くてきつかったけど、卒業記念に６年生全員と先生が一緒に

楽しく参加できました。コースの途中で食べた焼き芋、ゴールの後に食べたばらカ

レーがとても美味しく、もう少し食べたかったです。

　最後には、鹿屋体育大学の自転車の選手と一緒に写真撮影ができて記念になりま

した。今度は、家族で高速道路に乗って遠くに遊びに行きたいと思います。

大黒小学校６年　上ノ堀 愛莉さん

特  集   祝！東九州自動車＆大隅縦貫道開通

　

12
月
21
日
、
開
通
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
た
串
良
平
和

ア
リ
ー
ナ
で
は
、
細
山
田
北
町

内
会
の
皆
さ
ん
が
、
来
賓
の
皆

さ
ん
に
地
元
の
食
材
を
使
用
し

た
、
豚
汁
、
で
ん
ぷ
ん
汁
、
お

に
ぎ
り
、
ガ
ネ
、
ふ
く
れ
菓
子
、

柚
餅
子
等
の
昼
食
の
お
も
て
な

し
を
行
い
ま
し
た
。
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開
通
翌
日
の
22
日
、
鹿
屋
ま
で

結
ば
れ
た
高
速
道
路
を
使
っ
て
鹿

児
島
空
港
ま
で
出
掛
け
て
み
ま
し

た
。

　

笠
之
原
Ｉ
Ｃ
を
ス
タ
ー
ト
。
ま

ず
、
大
隅
縦
貫
道
に
入
る
と
、
約

５
㎞
も
あ
る
真
っ
直
ぐ
伸
び
た
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
の
両
側
に
高
隈

山
と
笠
野
原
台
地
が
目
に
飛
び
込

ん
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
開
通
を
肌

で
感
じ
る
瞬
間
。
通
行
料
金
も
無

料
で
、
最
高
〜
。

　

し
ば
ら
く
進
む
と
、
す
ぐ
に
鹿

屋
串
良
Ｊ
Ｃ
Ｔ
。
こ
こ
か
ら
東
九

州
自
動
車
道
に
入
り
ま
す
。
山
の

緑
に
白
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
道

路
が
続
く
景
観
は
美
し
く
感
動
し

ま
す
！

　

末
吉
財
部
Ｉ
Ｃ
を
通
過
。
こ
こ

か
ら
は
、
有
料
区
間
と
な
り
ま
す
。

特
に
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
の
ド
ラ

イ
ブ
。

　

そ
の
後
、
空
港
ま
で
唯
一
の

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
休
憩
し
て

再
出
発
。
あ
っ
と
い
う
間
に
鹿
児

島
空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。
一
般

道
と
比
較
し
て
、
渋
滞
や
信
号
機

の
無
い
、
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
と
な

り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
高
速
道
路
を
使
っ

て
お
出
か
け
し
て
み
て
は
！

私たちが
案内します!
優花さん（右）
     彩さん（左）

装
道

動
し

ここから東九州自動車道。
制限速度は80kmです。

末吉
財部IC

曽於
弥五郎IC
曽於
弥五郎IC

国分IC国分IC

野方IC野方IC

鹿屋串良JCT鹿屋串良JCT

笠之原IC

東原IC
細山田IC

国分PA加治木JCT・IC

溝辺鹿児島空港IC

220

504

504

10

鹿
屋
串
良
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
大
隅
縦
貫
道
。

『
笠
之
原
』『
東
原
』『
細
山
田
』の

３
か
所
か
ら
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

グループ名：公務員系アイドル  government worker
　　　　　　　　  　　　　　　（ガヴァメント・ワーカー）
今年 10 月に開催される、国民文化祭の実行委員会事
務局に勤務する２人。文化事業の一つである「アイ
ドル進化論。」の主担当として、国民文化祭と鹿屋市
を盛り上げるアイドルとしても活動中。

1 1 笠之原IC笠之原IC

2 2 東原IC東原IC

3 3 細山田IC細山田IC

4 4 鹿屋串良JCT　6.1km地点鹿屋串良JCT　6.1km地点

末吉財部IC
まで無料～♥

一般道から直接鹿屋串良ＪＣＴ
に乗り入れることはできません!!

鹿児島空港へ出発～!!

実際に走って
みました!! 鹿児島

空港編
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10:59 8 8 鹿児島空港鹿児島空港

●農畜産業の振興
○ 本市は全国有数の畜産地域で、産出額は牛・

豚とも全国２位（平成18年統計）。開通により、

輸送における時間短縮が図られ、農畜産業振

興を支援します。

●観光・交流の活性化
○ 東九州自動車道は県の「大隅地域将来ビジョ

ン」において、観光地 “ 大隅 ” に容易にアク

セスするための高速交通網に位置付けられて

います。開通により、観光地へのアクセス時

間の短縮が図られ、周遊観光エリアが拡大し、

観光交流人口の増加が期待されます。

●災害に強いネットワークの構築
○ 災害や降灰などによる通行止めが発生しても、

開通により、危険箇所を回避する事が可能な

災害に強いネットワークが構築されます。

●安全性の向上
○ 大型車等が一般道を走行する際、道路の線形

の悪い箇所では、速度低下による渋滞や後続

車輌の視界が悪くなるなどの状態が発生して

います。開通により、大型車輌が高速道路を

利用するようになり、安全性の向上が期待さ

れます。

　東九州自動車道と大

隅縦貫道の開通は、本

市にどのような効果を

もたらすのか、期待さ

れる内容を紹介します。

特  集   祝！東九州自動車＆大隅縦貫道開通

●移動時間の短縮

鹿屋串良JCTからの目安時間

● 福岡ICまで 3時間40分
● 熊本ICまで 2時間37分
● 鹿児島ICまで 1時間15分
● 宮崎ICまで 1時間22分
※末吉財部IC～都城IC間は国道10号経由（約22km）

開通による
効果は？

走行結果!!

こ
こ
か
ら
、九
州
自
動
車
道
。

福
岡
、熊
本
、鹿
児
島
空
港
方

面
は
右
側
へ
、

鹿
児
島
市
方
面
は
左
側
へ
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
装
備
車
は
専
用
レ
ー
ン
へ
。

　

未
装
備
車
は
一
般
レ
ー
ン
へ
。

　

制
限
速
度
は
こ
こ
か
ら
70
㎞
に

　

な
り
ま
す
。

唯
一
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
。

ト
イ
レ
休
憩
は
こ
ち
ら
へ
。

溝辺鹿児島空港ＩＣで降り
鹿児島空港へ到着。

7 7 加治木JCT　68.3km地点加治木JCT　68.3km地点

6 6 国分PA　51.6km地点国分PA　51.6km地点

5 5 末吉財部　34.9km地点末吉財部　34.9km地点

ゴ～ル♥

総延長 78.3km
時　間 68分
料　金 1,350円（普通車）

任務任務
完了～!!完了～!!

ここからは、

有料区間です。
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12
月
１
日
、
鹿
屋
体
育
大
学
サ
ッ

カ
ー
部
の
メ
ン
バ
ー
が
市
役
所
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
部
は
「
第
29
回
九
州
大
学
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
１
部
」
で
昨
年
に
引
き
続

き
優
勝
。

　

「
第
63
回
全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
」
に
九
州
地
区
第
１
代
表
と
し
て

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

九
州
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
で
連
覇

　

12
月
２
日
、
輝
北
中
学
校
が
地
域
と

一
体
と
な
っ
た
「
食
と
農
」
の
取
り
組
み

を
評
価
さ
れ
、
「
へ
き
地
・
小
規
模
校

教
育
優
秀
校
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
野
菜
の
栽
培
、
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
、
無
人
販
売
等
を
体
験
し
、

郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
郷
土
の
一
員
と

い
う
自
覚
を
一
層
深
め
て
い
ま
す
。

輝
北
中
学
校
が
優
秀
校
を
受
賞

　

12
月
５
日
、
障
害
者
自
立
更
生
等
厚

正
労
働
大
臣
表
彰
を
岩
元
慶
三
さ
ん
と

和
田
道
夫
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
「
永
年
に
わ
た
り
、
身
体

障
害
者
等
の
更
生
援
護
に
尽
力
し
、
そ
の

功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
人
」
に
贈
ら
れ
る
賞
で
、
こ
れ
ま
で
の

献
身
的
な
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

平
成
26
年
春
・
秋
の
叙
勲
を
受
章

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
春
の
叙
勲

◇
瑞
宝
小
綬
章

　

有
島 

正
之 

さ
ん

　
　
（
76
歳
・
古
前
城
町
）

　
　

元
公
立
盲
学
校
長

○
秋
の
叙
勲

◇
旭
日
双
光
章

　

白
坂 

茂
美 
さ
ん

　
　
（
74
歳
・
下
祓
川
町
）

　
　

元
鹿
屋
市
議

　

12
月
16
日
、
鹿
屋
商
工
会
議
所
で

「
酪
農
家
に
よ
る
チ
ー
ズ
づ
く
り
へ

の
挑
戦
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催

し
、
32
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
㈲
那
須
高
原
今
牧
場
チ
ー

ズ
工
房
代
表
高
橋
雄
幸
氏
。
天
皇
皇

后
両
陛
下
が
訪
れ
た
こ
と
も
あ
る
品

質
に
定
評
あ
る
工
房
で
、
代
表
は

「
美
味
し
い
チ
ー
ズ
は
美
味
し
い
牛

乳
か
ら
し
か
絶
対
に
作
れ
な
い
」
と

実
体
験
に
基
づ
い
た
チ
ー
ズ
作
り
へ

の
熱
い
思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

一
流
の
チ
ー
ズ
職
人
を
招
い
て
講
演
会
を
開
催

講　演

表　彰表　彰表　彰

叙　勲
　

平
成
26
年
春
・
秋
の
叙
勲
を
市
内
在
住
の
５
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

飯
山 

正
夫 

さ
ん

　
　
（
84
歳
・
吾
平
町
麓
）

　
　

元
内
之
浦
町
議

◇
瑞
宝
双
光
章

　

新
名
主 

勝
哉 

さ
ん

　
　
（
74
歳
・
寿
８
丁
目
）

　
　

元
公
立
中
校
長
・
元
鹿
屋
市
教
育
長

　

四
元 

久
子 

さ
ん

　
　
（
82
歳
・
西
原
１
丁
目
）

　
　

学
校
歯
科
医

（
年
齢
は
受
賞
当
時
）
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12
月
11
日
、
日
之
出
紙
器
株
式
会

社
（
日
置
市
）
、
Ｊ
パ
ッ
ク
ス
株
式

会
社
（
大
阪
府
八
尾
市
）
、
鹿
屋
市

と
の
間
で
災
害
時
に
お
け
る
物
資
の

供
給
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
大
規
模
災
害
時
に
ダ
ン

ボ
ー
ル
製
の
簡
易
ベ
ッ
ド
を
安
価
で

供
給
し
て
も
ら
い
、
避
難
所
の
生
活

環
境
を
快
適
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
締
結
さ
れ
た
も
の
。
中
西
市
長
は

「
避
難
所
の
的
確
な
運
営
が
我
々
の

使
命
。
物
資
の
迅
速
な
供
給
は
あ
り

が
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
供
給
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
協
定
を
締
結

　

12
月
14
日
、
市
中
央
公
民

館
で
「
図
書
館
エ
ッ
セ
イ
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

18
回
目
を
迎
え
る
同
コ
ン

テ
ス
ト
に
は
１
３
２
編
の
応

募
が
あ
り
、
小
学
１
年
生
か

ら
一
般
ま
で
各
部
門
か
ら
特

選
な
ど
32
人
が
受
賞
し
ま
し

た
。
受
賞
作
品
は
、
「
か
の

や
文
芸
」
に
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
市
立
図
書
館
・
各
地
区

学
習
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
が
で

き
ま
す
。

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
を
表
彰

　

12
月
24
日
、
吾
平
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
選

手
、
監
督
、
コ
ー
チ
が
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
同
チ
ー
ム
が
「
第
８
回

春
季
全
日
本
・
第
25
回
全
九
州

小
学
生
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
の
鹿
児
島
県
予
選
で
優
勝

し
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め

た
こ
と
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
鹿か
の
や屋

光こ
う
み海

君

は
「
県
の
代
表
と
し
て
全
国
で
も

結
果
を
残
し
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
全
国
大
会
へ

行　政

表　彰表　彰

　

12
月
10
日
、
プ
ラ
ッ
セ
だ
い

わ
鹿
屋
店
で
、
人
権
擁
護
委
員

な
ど
11
人
が
出
張
人
権
啓
発
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

鹿
屋
女
子
高
校
生
が
扮
す
る

「
ま
も
る
君
」
「
あ
ゆ
み
ち
ゃ

ん
」
と
い
っ
た
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
登
場
し
、
買

い
物
客
に
人
権
啓
発
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
配
布
。
ま
た
、
市

役
所
で
は
４
日
か
ら
７
日
間
、

市
内
小
・
中
学
校
か
ら
募
集
し

た
人
権
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
や

標
語
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
啓
発
を

呼
び
か
け
る

行　政

スポーツ

鹿
児
島
国
体
に
向
け
て
強
化　

12
月
６
日
、
吾
平
振
興
会
館
と
大

隅
湖
で
市
競
技
力
向
上
対
策
事
業
カ

ヌ
ー
研
修
会
を
開
催
し
、
市
内
外
か

ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
日
本
カ
ヌ
ー
連
盟
ジ
ュ

ニ
ア
指
導
副
委
員
長
の
木
村
文
浩
氏

が
指
導
に
当
た
り
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
パ
ド
ル
の
漕
ぎ
方
な
ど
を
実

演
。
専
門
的
な
解
説
を
通
し
て
鹿
児

島
国
体
に
向
け
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
り
ま
し
た
。

13  Kanoya City Public Relations



国
際
色
豊
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
む

　

12
月
６
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か

の
や
で
「
Ｋ
Ｉ
Ｅ
Ａ
ク
リ
ス
マ

ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
２
０
１
４
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
鹿
屋
カ
ト
リ
ッ
ク

幼
稚
園
の
園
児
に
よ
る
合
唱
の

ほ
か
、
外
国
人
を
交
え
て
の
お

菓
子
の
家
作
り
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
リ
ス
マ

ス
向
け
の
雑
貨
の
販
売
や
ゲ
ー

ム
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
登
場

す
る
な
ど
、
参
加
者
は
一
足
早

い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

夜
の
ば
ら
園
を
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
彩
る

　

12
月
20
日
か
ら
25
日
ま
で
、
か
の

や
ば
ら
園
で
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
ナ
イ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

恋
人
の
聖
地
か
の
や
ば
ら
園
で

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
今
年
初
め
て
開
催
。

　

期
間
中
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
ゆ
る
キ
ャ
ラ

シ
ョ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ
な
ど

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
花
火
シ
ョ
ー
で

は
色
と
り
ど
り
の
花
火
が
夜
空
に
打

ち
あ
が
り
、
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
や
家

族
連
れ
な
ど
が
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
夜

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

イベント

　

12
月
13
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

で
「
第
５
回
冬
華
火
ク
リ
ス
マ
ス
市

民
大
パ
ー
テ
ィ
ー
２
０
１
４
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
東
九
州
自
動
車
道
の
開
通

を
記
念
し
、
沿
線
の
大
分
や
宮
崎
な

ど
か
ら
有
名
グ
ル
メ
店
が
集
結
。

　

当
日
訪
れ
た
約
１
，
５
０
０
人
の

来
場
者
は
、
九
州
の
様
々
な
食
を
堪

能
す
る
と
と
も
に
、
冬
空
に
打
ち
上

が
る
花
火
と
レ
ー
ザ
ー
光
線
シ
ョ
ー

に
大
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

市
民
大
パ
ー
テ
ィ
ー
で
花
火
と
グ
ル
メ
を
楽
し
む

イベント

か
の
や
フ
ェ
ス
で
国
民
文
化
祭
を
Ｐ
Ｒ

　

12
月
20
日
と
21
日
の
２
日

間
、
鹿
屋
市
文
化
会
館
で
「
か

の
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
県
内
の
ご
当
地

ア
イ
ド
ル
や
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
の

秋
に
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭

の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
市
の
高
校
生

ら
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
披
露

や
、
国
民
文
化
祭
を
盛
り
上
げ

る
ア
イ
ド
ル
に
よ
る
初
ス
テ
ー

ジ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

イベント イベント
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12
月
15
日
、
星
塚
敬
愛
園
で
園

の
歴
史
と
入
所
者
の
暮
ら
し
を
紹

介
す
る
「
社
会
交
流
会
館
」
の
完
成

記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
館
は
、
園
内
で
の
入
所
者

の
生
活
の
様
子
な
ど
、
差
別
と
偏
見

に
苦
し
め
ら
れ
た
歴
史
を
後
世
に

残
そ
う
と
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
館

内
に
は
園
内
だ
け
で
し
か
通
用
し

な
か
っ
た
通
貨
を
は
じ
め
、
約
80
点

の
展
示
品
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

同
会
館
は
入
場
無
料
で
、
今
後

は
来
園
者
と
入
所
者
の
交
流
の
場

と
し
て
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

敬
愛
園
の
歴
史
を
後
世
に
残
す

皆
様
の
ご
厚
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す

電
波
時
計
を
寄
贈

　

12
月
１
日
、
鹿
屋
青
年
会
議

所
と
鹿
屋
Ｊ
Ｃ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

が
、
市
体
育
館
前
に
電
波
時
計

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

以
前
に
寄
贈
さ
れ
た
花
時
計

が
壊
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
じ
場

所
に
電
波
時
計
を
設
置
し
、
そ

の
周
囲
に
シ
バ
ザ
ク
ラ
と
オ
タ

フ
ク
ナ
ン
テ
ン
を
植
栽
し
た
も

の
。
近
藤
理
事
長
は
「
青
年
会

議
所
も
市
民
と
と
も
に
時
を
刻

ん
で
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

図
書
券
を
寄
贈

　

12
月
２
日
、
教
育
長
室
で
串

良
町
の
社
会
福
祉
法
人
以
和
貴

会
か
ら
施
設
周
辺
の
７
小
・
中

学
校
へ
図
書
券
の
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
が
今
年
設
立
30
周
年
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
串
良
地
域
の
小
・

中
学
校
と
大
黒
小
学
校
に
恩
返

し
を
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

図
書
館
へ
本
を
寄
贈

　

12
月
22
日
、
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ

ジ
ー
輝
北
か
ら
市
の
図
書
館
４

か
所
へ
30
万
円
相
当
の
図
書
の

寄
贈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
輝
北
町
に
設
置
し

た
同
社
の
風
力
発
電
所
が
10
周

年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
地
域

貢
献
を
目
的
に
寄
贈
さ
れ
た
も

の
で
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
寄
附

　

12
月
16
日
、
県
建
設
業
協
会
鹿

屋
支
部
「
鹿
屋
八
日
会
」
が
会
員

の
集
め
た
募
金
10
万
円
を
持
っ
て

訪
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
こ
れ
ま
で
29
年
連
続

で
、
通
算
１
千
万
円
以
上
の
募
金

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
募
金
は
、
県
の
共

同
募
金
を
通
し
て
社
会
福
祉
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
！

　

12
月
25
日
、
市
役
所
で
拉
致
問

題
の
解
決
を
訴
え
る
署
名
と
活
動

資
金
が
市
川
健
一
さ
ん
と
前
山
利

恵
子
さ
ん
ら
家
族
へ
受
け
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

12
月
の
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問

題
啓
発
週
間
」
に
併
せ
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
市
川
さ
ん
は
「
早
期

解
決
に
向
け
、
世
論
を
高
め
て
欲

し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
、
吾
平
振
興
会
館
で

「
第
１
回
美
里
吾
平
塾
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
美
里
吾
平
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
国
立

天
文
台
の
郷
田
直
輝
教
授
を
講
師

に
招
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

「
最
新
の
宇
宙
の
姿
と
天
の
川

銀
河
の
謎
解
き
」
と
題
し
た
講
演

で
は
、
は
や
ぶ
さ
２
の
話
題
も
交

え
て
最
新
の
宇
宙
計
画
な
ど
を
お

話
し
さ
れ
、
参
加
者
は
宇
宙
の
ロ

マ
ン
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

宇
宙
を
身
近
に
！
美
里
吾
平
塾
開
催

寄　贈

地　域

敬愛園
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問市税務課　☎ 31-1112

市県民　　 の申告は
　　　　　 最寄りの会場で!!

○平成 26 年中に支払った医療費の領収書等
○ 健康保険料・国民年金保険料などの領収書、
　生命保険料・地震保険料などの控除証明書
○ 障害者手帳・障害者控除対象者認定書
　（※詳細は高齢福祉課まで）＝障害者控除、
　学生証＝勤労学生控除など
○配偶者の収入を証明するもの＝配偶者特別控除
○寄附をした場合、日本赤十字社等の発行する
　領収書や地方公共団体の発行する
　寄附金受領証明書
　＝寄附金控除

　平成 27 年 1 月 1 日に鹿屋市に住所があった人は、原則として申告が必要です。

ただし、次のいずれかに該当する人は、申告する必要がありません。

市県民税申告が必要な人

申告に必要な物

平成 26 年分の所得税の確定申告書を、税務署へ提
出した人、または提出予定の人

１

申告書
（申告書がない方は申告会場に準備してあります）

１

印　鑑
２

前年中の収入が給与だけで、勤務先から鹿屋市に給
与支払報告書が提出され、雑損控除・医療費控除等
を追加する必要がない人

２

平成 26年中の収入状況が分かるもの
○ 給与・公的年金の源泉徴収票、給与支払明細書
など
○ 営業、農業、不動産などの収入額、販売額及び
収支が分かる帳簿や領収書など
  ※ 平成 26 年 1 月から、記帳・帳簿等の保存が義
務となっています。ご自分で収支を整理して申
告してください。

３

配偶者控除、扶養控除の対象になっている人で、平
成 26 年中に収入がなかった人
　※ 扶養者と被扶養者が同一世帯の場合。ただし、
個人の課税（非課税）証明や所得証明が必要な
場合は、申告の必要があります。

３

公的年金のみを受給している 65 歳以上（昭和 25
年 1 月 1 日以前生まれ）の人で、公的年金収入金
額（支払先が 2 か所以上あるときはその合計額）
が 148 万円以下の人

４

公的年金のみを受給している 65 歳未満（昭和 25
年 1 月 2 日以後生まれ）の人で、公的年金収入金
額（支払先が 2 か所以上あるときはその合計額）
が 98 万円以下の人

５

前年中の収入が公的年金だけで、扶養親族等申告書
が支払先から送られてきた人で、忘れずに提出して
おり、社会保険料控除・生命保険料控除・医療費控
除等の追加をする必要がない人

６

平成 27 年 1 月 1日現在、生活保護受給者で、平成
26 年中にその他の収入がなかった人

７

障害年金又は遺族年金の受給者で、平成 26 年度市
県民税申告を行った人

８

税

控除を受けるための書類控除を受けるための書類

団団
書書

Tax Return

Point of Check ここがポイント

税務課
徳永 主事補

税　　務
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期　日 会　場 時　間 町内会名

2／2
㊊

笠之原公民館 9：30～12：00 笠之原

農業研修センター
13：30～14：30 寿3・4丁目
14：30～16：00 札元1･2丁目、旭原

2／3
㊋

高隈地区交流
促進センター

9：30～10：30 高隈中央、上別府、柚木原、重田、谷田、瀬戸野、柏木

10：30～12：00 大黒（大堀・黒坂・吉ヶ別府・仮屋）
はらいがわふれあ
いセンター

13：30～14：30 上祓川、祓川
14：30～16：00 下祓川、西祓川、弥生

東原研修館 13：30～16：00 東原

2／4
㊌

大姶良地区
学習センター

9：30～10：30 大姶良西、大姶良東、田淵
10：30～12：00 南、獅子目
13：30～14：30 横山、下堀
14：30～16：00 萩塚、池園、飯隈、星塚

2／5
㊍

寿5丁目公民館
9：30～10：30 寿5・6・7丁目、泉ヶ丘
10：30～12：00 緑山、寿２丁目

鹿屋東地区
学習センター

13：30～14：30 寿８丁目
14：30～16：00 新川

田崎地区
学習センター

9：30～10：30 川西
10：30～12：00 川東、永野田
13：30～16：00 田崎、名貫

2／6
㊎

西原地区
学習センター

9：30～10：30 今坂、郷之原、大浦
10：30～12：00 西原２丁目東・西･中央
13：30～14：30 上谷、新生
14：30～16：00 西原1・3・4丁目

高須地区
学習センター 9：30～12：00 高須、浜田

上野公民館
13：30～14：30 上野
14：30～16：00 野里

2／9
㊊

花岡地区公民館

9：30～10：30 海道、古里、白水、一里山
10：30～12：00 花里、花岡、根木原、鶴羽

13：30～14：30 古江(新・本・港・西・中)、船間、小野原、天神
14：30～16：00 高牧、有武、小薄

市役所本庁
601会議室

9：30～10：30

古前城、本町、北田、大手、
西大手、東大手、朝日、向
江、昭栄、共栄、曽田、白崎、
新栄

10：30～12：00 打馬、王子
13：30～16：00 期間中に都合のつかない人

2／10
㊋

神野地区ふれ
あいセンター 9：30～12：00

神野西、市之渡、横井坂、
砂ヶ野、大川、永野牧、
神野東

中央西地区ふれあ
いセンター 9：30～12：00 萩﨑、上西目川路、下西目川路、今吉

鶴峰東地区ふれあ
いセンター 13：30～16：00

黒羽子、荷掛、水流、角野、
東原、飴屋敷、下車田、上車
田、平瀬、永山、筒ヶ迫

2／12
㊍

鶴峰中地区ふれあ
いセンター 9：30～12：00 白坂、石場、中福良、西迫、鏡原、門前、新地、つるみね

鶴峰西地区ふれあ
いセンター 13：30～16：00

上苫野、下苫野、苫野、
立元、平前、金山、木浦、
真戸原、中大牟礼、
東大牟礼、西大牟礼、木場

2／13
㊎

下名東地区ふれあ
いセンター 9：30～12：00 論地、樋之口、原口、末次、茶円、井神島
下名西地区ふれあ
いセンター 13：30～16：00 池久保、あさぎり、名主、川西中、真角、川北

2／16
㊊

吾平保健
センター

9：30～12：00 赤野、麓中、麓東、麓西、寒水、西原

13：30～16：00 寺ヶ迫、中尾、栫上、持田、あけぼの、栫下

期　日 会　場 時　間 町内会名

2／17
㊋ 吾平総合支所

9：30～12：00 上町、中町、下町、坂下、益田、上屋敷、西横町、原田、町園

13：30～16：00

緑、ひまわり、祇園、希望ヶ丘、
中央、宮前、堀木田、坂元、こす
もす、グリーンビレッジ、駅
前、鶯、川上
期間中に都合のつかない人

2／18
㊌

平南校区公民館 9：30～12：00 竹下、影吉、中平房、下平房、三原

百引校区公民館 13：30～16：00 本町、和泉ヶ野、風呂段、堂平、坂宮

輝北総合支所 13：30～16：00
一番郷、二番郷、西原、愛宕、上
平房、白別府、歌丸、諏訪、名主
段、福岡、楢久保、宇都

2／19
㊍

高尾校区公民館 9：30～12：00 徳留、仮屋、浮牟田、柏木、日新、谷田
朝倉公民館 13：30～16：00 八重山、朝倉、仏山

市成校区公民館 13：30～16：00 上方、下方、辰喰、上場団地、宮園、久木野々、上沢津、下沢津

2／20
㊎

岳野公民館 9：30～10：30 岳野
輝北総合支所 9：30～16：00 期間中に都合のつかない人

串良公民館
細山田分館

9：30～12：00 立小野、高松、堂園、伊集院、枦場、外堀、共和、新中堀

13：30～16：00 花鎌、更和、東住吉、土持、更栄、昭栄

2／22
㊐

市役所本庁税務課

9：00～16：00 平日に都合のつかない人吾平総合支所
輝北総合支所
串良総合支所

2／23
㊊

串良公民館
細山田分館

9：30～12：00 東新町、共心、西新町、生栗須
13：30～16：00 新栄、竹下堀、平瀬、辰喰、馬掛

2／24
㊋

串良公民館
細山田分館

9：30～12：00 東新堀、西新堀、下之段、東共心、西共心、入部堀

13：30～16：00 矢柄、上矢柄、東茅場、栄、上栄、上辰喰
2／25
㊌

有里農業研修
センター

9：30～12：00 中郷、山下
13：30～16：00 中野、下中

2／26
㊍

農村環境改善
センター

9：30～12：00 十三塚

13：30～16：00
中宿、中山上、中山下、
共栄中、共栄西、共栄東、
共栄東上

2／27
㊎

農村環境改善
センター

9：30～12：00 大迫、城ヶ﨑、松崎

13：30～16：00 大久保段、県営住宅、永峯、鳥之巣、中山原、塩塚

3／ 2
㊊

下小原農業
研修センター

9：30～12：00 下小原北
13：30～16：00 下小原南、白寒水、大坪

3／ 3
㊋

串良B&G海洋
センター

9：30～12：00 中甫木、下甫木、富ヶ尾上、富ヶ尾下

13：30～16：00
平和、星ヶ丘、吹上田、新大塚
原、下大塚原、上大塚原上、上
大塚原下、桜ヶ丘

3／ 4
㊌

串良公民館
上小原分館

9：30～12：00 柳谷、佐牟田
13：30～16：00 瀬戸、表、茂七

3／ 5
㊍

串良公民館
別館大ホール

9：30～12：00 岡崎上、岡崎東、岡崎西

13：30～16：00
緑ヶ丘、諏訪下、愛ヶ迫、
江口迫、北田迫、上之馬場、上
之馬場下

3／ 6
㊎

串良公民館
別館大ホール

9：30～12：00 永和、堅田、和田、宮之下、鶴亀

13：30～16：00 期間中に都合のつかない人

3／ 9
㊊

～

3／ 16
㊊

市役所本庁
601会議室

9：00～16：00
（土・日を除く） 期間中に都合のつかない人

市県民税申告相談日程表市県民税申告相談日程表
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※休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌日は
　かかりつけの医師などの診療を受けてください。
　原則として、投薬期間は通常１日分とします。
※休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になることが
　あります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

◎テレホンガイドかのや　　　　    ☎42-4000
　週末の休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス ☎ 43-0119
　平日／午後 5時から夜間救急当番医を案内
　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

鹿屋市医師会 診療時間 8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

１月 18 日
 福田病院 寿 3丁目 43-4191
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

25 日
 中塩医院 西原 1丁目 43-2489
 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 西原外科クリニック 西原 1丁目 43-4195

２月   1 日
 みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
 やのファミリークリニック 寿 4丁目 43-6248
 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

 8 日
 児玉上前共立病院 寿 5丁目 43-2510
 児玉上前共立病院 寿 5丁目 43-2510
 大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

11 日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 徳田脳神経外科病院 打馬 1丁目 44-1119

肝属東部医師会 診療時間 9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 電話 (0994）

１月 18 日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
宮地胃腸科外科 串良町岡崎 63-5040

25 日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

２月   1 日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

8 日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
花田整形外科リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

鹿屋市歯科医師会 診療時間 9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
１月 18 日 おおやま歯科クリニック 寿 4丁目 43-3210

25 日 おにがはら歯科医院 寿 2丁目 40-3340
２月   1 日 貴島歯科医院 札元１丁目 44-5000

8 日 クリス歯科 白崎町 41-3931
  11 日 けいこ歯科 寿 4丁目 40-0418

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医

　１月から２月の寒い時期は、気温が下がり空気が乾燥

することなどの理由から、「インフルエンザ」や「ノロウ

イルス」が多発します。

　インフルエンザによる感染症は、1～ 5日の潜伏期間

の後、38℃以上の高熱や筋肉痛などの全身症状が現れま

す。健康な人であれば、その症状が 3～ 7日間続いた後、

治癒に向かいますが、気管支炎や肺炎を併発しやすく、

脳炎や心不全になる場合もあります。

　ノロウイルスによる感染症は、冬場に流行し「食品か

ら人」だけでなく、「人から人」に感染し強い感染力があ

り、ウイルスが体内に入ってから発症するまでに通常 24 

～ 48 時間かかります。

　吐き気や嘔吐、下痢、腹痛、微熱などが 1 ～ 2 日間続

く軽い風邪のような症状で済む人もいますが、乳幼児や

高齢者など抵抗力の弱い人の場合、重症化することもあ

ります。予防法として、食品の加熱や調理器具類の洗浄

消毒、汚物の適正な処理が重要です。

　今回は、感染症予防の中で手洗いについて説明します。

問市保健相談センター　☎41ｰ2110

まちまちのの
保健室保健室
感染症にご注意ください!!

①石けんをつけ、手の平をよくこすります。
②手の甲を伸ばすように

　こすります。

③指先、爪の間を念入りに

　こすります。

④指の間を洗います。

⑤親指と手の平を

　ねじり洗いします。

⑥手首も洗います。

⑦十分に水で流し、

　ペーパータオルや清潔な

　タオルでふきます。

食事の前、外出先から帰ってきたとき、トイレの後など
必ず石けんを使用し手洗いを徹底してください。

◎手洗いの手順

Health Care

1月・2月
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２
５
８
４

「農商工連携・６次産業化 講演会」
「異業種交流会」の参加者を募集
◎内容＝大隅加工拠点施設の開設に向
け、取り組むべき新商品開発、販路
開拓の手法を学ぶ講演会

◎講師＝田所 宜己 氏（有限会社ウィ
ンキューブインターナショナル代表
取締役）

◎日時＝２月５日（木）　14:00～19:00
◎場所＝ホテルさつき苑
◎対象者＝農商工等連携及び６次産業
化に興味のある生産者及び商工業
者、個人、関係機関　など

◎定員＝ 150 人
◎参加費＝無料
※交流会参加者は 3,500 円が必要
◎申込方法＝市産業支援センター又は
市ホームページにある申込書をメー
ル又は FAX

◎申込期限＝ 1月23日（金）
問市産業支援センター
　（ハローワーク２階）
　☎ 40-7890　℻ 44-0222
　sangyou-sien@e-kanoya.net

市
立
鹿
屋
女
子
高
等
学
校　

生
徒
募
集

鹿
屋
女
子
高
生
ら
し
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凛
」と
し
た
イ
メ
ー

ジ
の
中
に
も
可
愛
い
ら
し
さ
の
あ
る
制
服
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平成27年度新入生より
制服が変わります！

　Topics

介護慰労金手続きのお知らせ
～平成 26年度第２月期受付～
◎支給要件＝資格認定日の平成 27 年
２月１日現在、要介護高齢者・障害
者とその介護者が本市に 1年以上居
住し住民登録をしており、介護者が
同居又はこれに準ずる状態で引き続
き 6か月在宅介護していること

※次の場合は受給できません
○平成 26 年 8月 2日以降、要介護高
齢者・障害者が述べ 3か月以上の長
期入院（入所）をした場合

○平成 26 年度第 8月期に介護慰労金
を満額受給した場合

◎支給額
○要介護高齢者（65 歳以上）
　要介護 2、3＝年額３万円
※要介護2は重度認知症のみ対象
　要介護 4、5＝年額６万円
○ 20 歳～ 64 歳の要介護障害者（特別
障害者手当受給者又は受給者と同等
の障害がある人）＝年額 3万円

◎申請時に必要なもの
○押印と民生委員の証明済みの申請書
○介護者名義の預金通帳
○介護保険被保険者証（要介護認定者
のみ）

◎申込方法＝申請書類を直接持参
◎申込期間＝2月2日（月）～27日（金）
問市高齢福祉課（1階⑦番窓口）
　☎ 31-1116
　各総合支所市民生活課

高齢者寝具洗濯乾燥消毒サービ
ス事業の利用者を募集
◎内容＝寝たきりの状態にある高齢者へ
の寝具（掛布団、敷布団及び毛布各1
枚を1式）の洗濯、乾燥及び消毒

◎対象者＝次のすべての条件を満たす人
○市内に居住し住民登録をしている
65歳以上の人

○市民税非課税世帯の人
○要介護 4又は 5の認定を受け、在宅
生活をしている人

○今年度このサービスをまだ利用して
いない人

◎利用料＝無料
◎申込方法＝申請書類を直接持参
◎申込期間＝2月2日（月）～27日（金）
問市高齢福祉課（1階⑦番窓口）
　☎ 31-1116
　各総合支所市民生活課

農業・農村の振興を図る「かのや
農業・農村戦略ビジョン（案）」
への意見を募集
◎閲覧場所＝市ホームページ、市農林
水産課、情報公開室、各総合支所等

◎提出方法＝意見提出用紙を直接持参、
郵送、メール又はFAX

◎提出期限＝１月 26日（月）
問市農林水産課内（２階）
　〒 893-8501　鹿屋市共栄町 20-1
　☎ 31-1117　℻ 43-2140
　nourin@e-kanoya.net

募集・申請

NEW!

報掲示板情
I n f o r m a t i o n

☎

19  Kanoya City Public Relations



「かのやばら祭り 2015 春」の企
画参加団体を募集
◎内容＝ 4 月 25 日から 5 月 31 日に
かけて開催予定のかのやばら祭り
に、イベント及び出展等の参加を希
望する団体又は個人の募集

◎募集企画＝音楽活動発表、手芸作品
展示など、個人や団体（サークルや
学校の部活動など）の成果発表

◎実施場所＝ガーデンステージ（屋
外）、温室レクチャールーム（屋内）

のほか、企画内容に応じて対応
◎参加料＝無料（必要経費は自己負担）
◎申込方法＝企画書をメール又は FAX
◎申込期限＝ 2月 6日（金）
問かのやばら祭り実行委員会事務局　
　☎ 40-2170　℻ 40-4828
　baranomachi@e-kanoya.net

鹿屋市水道事業の業務委託者を
募集
◎業務委託名称
①吾平浄水場等管理業務委託
②閉庁日における柳浄水場管理業務委
託

③鹿屋市水道事業開閉栓業務委託
◎資格要件（共通要件）
○市内に本店・支店・営業所等を有し、
市民税又は法人税を納入している登
録業者であること

○地方自治法施行令第167条の４の規
定に該当しない者であること

○ 2 社以上の共同での応募でないこと
※別途個別要件あり（市ホームページ
に掲載）

◎申込方法＝業務委託入札応募申請書
に関係書類を添えて①、②は工務課、
③は業務課へ直接持参

※申請書は 1月 23 日（金）まで各担
当課窓口で配付

◎申込期限＝ 2月４日（水）
問上下水道部工務課　☎ 43-4224
　　　　　　業務課　☎ 43-2800

「フォトコンテスト」入賞作品の
データをご活用ください
◎内容＝パンフレットやチラシ、ホー
ムページ、店内などへのフォトコン
テスト入賞作品のデータ活用

◎ 対象者＝どなたでも申込可能
◎使用料＝無料
◎申込方法＝電話
問市商工観光課　☎ 40-2170

「ハンセン病問題を語り継ぐもの」
講演会の参加者を募集
◎内容＝ハンセン病元患者の家族等の
話を通した、ハンセン病問題のこれ
からについての考察

◎日時＝２月20日（金）　13:30～16:00
◎場所＝リナシティかのや３階ホール
◎定員＝ 400 人
◎入場料＝無料
◎申込方法＝電話又は氏名・職業・電
話番号を記入してメール

問笹川記念保健協力財団
　☎ 03-6229-5377　smhf@tnfb.jp

「Show-1グルメグランプリめぐり
バスツアー」の参加者を募集
◎日程＝２月７日（土）・８日（日）
◎場所＝国分シビックセンター
◎ツアー行程（両日共通）

◎料金＝ 2,500 円（食券 1,200 円を含
む）

◎応募方法＝電話又は名前・参加人数・
電話番号を記入して FAX

問サニーワールド　
　☎ 31-1616　℻ 31-1618

訓練受講生を募集
◎内容＝介護初任者研修課程修了の資
格取得と介護事務技能認定試験の受
験資格の取得　など

◎期間＝３月４日（水）～６月３日（水）
◎ 訓練会場＝ニチイ学館鹿屋校（寿7丁
目）

◎対象者＝再就職を目指す人
◎受講料＝無料
※テキスト代＝14,723円が必要
◎定員＝20人
◎応募方法＝ハローワークかのやにあ
る応募用紙を直接持参

◎応募期限＝２月６日（金）
問ハローワークかのや　☎42ｰ4135

平成27年度かのや夏祭りの日程
が決定しました
◎日時
○総踊り＝８月１日（土）
○花火大会＝８月２日（日）
※祭りの内容や開催場所等は今後かの
　や夏祭り実行委員会が決定
問市商工観光課（２階）　☎31ｰ1164

「かのや『ばら』と『海』フォトコン
テスト2014」入賞作品の展示

問市商工観光課　☎40ｰ2170

場　所 期　間

吾平振興会館
1月20日（火）
～2月11日（水）

串良公民館
2月13日（金）

～3月5日（木）

輝北コミュニティ
センター

3月7日（土）
～3月29日（日）

時　間 場　所
9:00 鹿屋市役所裏駐車場出発

Show-1グルメグランプリ会場

17:00 市役所到着

「かのや『ばら』と『海』フォトコンテスト
2014」入賞作品

報掲示板情
I n f o r m a t i o n
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勤労婦人センター「センターフェ
スタ」
◎内容
○作品展示発表（１月23日・24日）
○舞台発表
○講座体験コーナー（和菓子・簡単シュ
シュ作り）

○花・苗・パンなどの販売
○お茶席、昼食販売（おこわ、豚汁セッ
ト、タイ料理）　など

◎日時＝１月24日（土）　10:00～15:00
◎場所＝市勤労婦人センター
◎入場料＝無料
問市勤労婦人センター　☎44ｰ9088

第33回鹿屋市美術展
◎内容＝鹿屋市美術展出品作品の展示
◎日時＝１月25日（日）～２月１日（日）
　9:00～19:00
※初日は10時から、最終日は15時まで
◎場所＝リナシティかのや２階ギャラ
リー

◎入場料＝無料
問市生涯学習課（６階）　☎31-1138

第21回美里あいら「心わくわく
ウォーキング大会」
◎日時＝２月１日（日）　9:00～
※当日の開催については、6:30 以降に
大隅広域公園（☎ 58-5197）へ電話
確認。雨天時は８日に延期

◎場所＝大隅広域公園周辺
◎種目＝５㎞、８㎞コース
◎参加資格＝どなたでも参加可能
◎参加方法＝当日の9:30までに大隅広
域公園花の広場に集合

◎その他＝参加者全員に花苗、協賛店
で使用できる割引券をプレゼント

問美里あいら心わくわくウォーキング
大会実行委員会

　（吾平総合支所産業建設課内）　
　☎58ｰ7257

「九州・沖縄地区一斉！境界トラ
ブル無料相談所」を開設
◎内容＝境界のトラブル相談、筆界特
定に関する相談

◎日時＝２月15日（日）　10:00～15:00
※受付は14:30まで
◎場所＝鹿児島地方法務局鹿屋支局
◎相談員＝法務局職員、土地家屋調査士
◎相談料＝無料
問鹿児島地方法務局　☎099-259-0695

かのやばら園わくわく市
◎内容
○ウォーキング大会 in 霧島ヶ丘公園
　時間＝ 11:00 ～
　参加料＝ 500 円
○ばららちゃんサンバイザークラフト
体験

　時間＝ 10:00 ～
　参加料＝ 300 円
○特産品販売
◎日時＝２月８日（日）　10:00～15:00
※かのやばら園無料入園日
問ローズリングかのや　☎ 41-8718

イベント

№217
お手数ですが

52円切手を

お貼りください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　広報広聴課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネームまたはイニシャル

電話番号

年齢／性別

歳

Ａ　・　Ｂ
ご希望のプレゼント

男　・　女

　　　　　

広報紙への感想や、身近な出来事、

話題、市へのご意見など多くの声

をお聞かせください。

応募者には、抽選で市内事業所か

らご提供いただいた特産品等をプ

レゼントします。たくさんのご応

募をお待ちしています！

※掲載時に、原稿の一部を手直し

する場合もございます。

☎
〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市広報広聴課
「市民のひろば」係
  ☎ 31-1123

市民の皆さんからの

お便りを募集

21  Kanoya City Public Relations



薔薇ムクーヘン／２名様
ローズダイナー
鹿屋市浜田町1250

無農薬のバラと卵を
原料に使用した上品
な甘さのバウムクー
ヘン

応募〆切　２／12 ㊍

かのやかんぱち玉手箱／
３名様
鹿屋市漁業協同組合　
鹿屋市古江町7468

かのやかんぱちをご
家庭で色々な味わい
で楽しめる豪華な玉
手箱

　昭和 34年に撮影された、鹿屋市北田町付

近の様子です。画面右側の大きな建物が旧

市役所庁舎、ほぼ中央には桜デパート、その

左側にバスセンターを見ることができます。

　鹿屋市史によると、この年には、皇太子

（今上天皇）がご成婚されました。また笠野

原台地の畑地かんがい事業が認可され、鹿

屋紅茶の全国 3位入賞や暖地ビートの栽培

開始など希望にあふれチャレンジ精神旺盛

な出来事も多い中、全国的には伊勢湾台風

の襲来による大きな被害を受けた年でもあ

りました。

問市文化財センター　☎ 31-1167

　私たち田崎武道館は、「剣道による世代を超えた交流」として、人間

形成及び競技力の向上を目的に、楽しく汗を流しています。

　昔は剣道をしていたけど久しぶりにやってみたい！という方、お子さ

んと一緒にはじめたい！というお父さんお母さんなど大歓迎です。

　田崎地域の方はもちろん、市内の男女問わず誰でもＯＫです。

　ぜひ一度見学においでください。

●稽古日＝毎週火・木曜日　19:00 ～ 20:30
●場所＝鹿屋工業高等学校武道館
問田崎武道館　☎ 090-2506-0275

間間間間間

クローズ

   アップ!!

～いつもの街の貴重な記録～

にににににににににににににににににに撮撮撮影撮影撮影撮影撮影撮影撮影撮影撮影撮影撮影撮影撮撮影撮影撮影撮影撮 されされされされされされされれされれされされされされされれれれれれれさ たたたたたたたたたたたたたたた 鹿屋鹿屋鹿屋鹿屋鹿屋鹿屋鹿屋鹿屋屋屋鹿屋鹿屋鹿屋屋鹿屋鹿鹿屋屋屋屋屋屋市北市北市市北市北市北市市北市北市市北市北市北市北市北市北市市北市北市市 田町田町田町田町田町田町田町田町田町田町田町田町田町田町町田町田町田町町付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

No.1
鹿屋市

北田町
鹿屋市

北田町

付近の
様子

付近の
様子

Close Up

ご協力ありがとうございました。

お便り＆メッセージ

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・商品引換券の発送・アンケート統計
以外の目的で使用することはございません。

Ｂ賞

当選者の発表は、商品引換券の発送を
持って代えさせていただきます。

Present

Ａ賞
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私
は
幼
い
頃
、
鹿
屋
基
地
の
航
空
機

が
飛
ん
で
い
る
の
を
目
に
し
て
も
、
特

に
興
味
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

は
運
動
が
得
意
で
は
な
く
、
自
衛
隊
に

耐
え
得
る
自
信
が
無
か
っ
た
た
め
、
目

を
逸
ら
し
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
腕
試
し
で
受
け
た
防
衛
大
学

校
に
合
格
。
父
親
の
強
い
勧
め
や
、
親

友
の
「
お
前
に
は
無
理
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
に
奮
起
し
、「
防
衛
大
学
校
を
卒

業
し
て
、
必
ず
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
っ
て
や

る
！
」
と
決
意
し
た
こ
と
が
動
機
で
し

た
。

　

防
衛
大
学
校
の
入
校
当
初
は
、
慣
れ

な
い
自
衛
隊
の
生
活
に
苦
労
し
ま
し
た

が
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
苦
楽
を
共

に
し
、
お
互
い
に
支
え
合
え
る
仲
間
が

い
た
た
め
、
き
つ
い
訓
練
で
も
乗
り
越

え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
ブ
ル
ー
・
イ
ン
パ
ル
ス
の
隊
員

は
、
年
間
約
25
回
の
展
示
飛
行
を
実
施

す
る
た
め
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

大
空
を
飛
び
回
っ
て
お
り
、
展
示
シ
ー

ズ
ン
中
は
多
く
の
週
末
を
全
国
各
地
で

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
っ
て
故
郷
の
空
を
飛

び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
・

イ
ン
パ
ル
ス
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
、
３

年
し
か
な
い
任
期
中
に
エ
ア
ー
メ
モ
リ

ア
ル
in
鹿
屋
に
参
加
で
き
た
自
分
の
強

運
に
驚
い
て
い
ま
す
。
特
に
、
ゲ
ー
ト

の
外
や
街
中
に
掲
げ
ら
れ
た
鹿
屋
出
身

３
名
の
た
め
の
横
断
幕
に
感
激
し
、
多

く
の
方
に
感
謝
の
気
持
ち
を
お
返
し
す

る
つ
も
り
で
精
一
杯
の
展
示
飛
行
に
努

め
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
国
を
守
る
と

い
う
任
務
の
た
め
、
民
間
航
空
よ
り
も
、

厳
し
く
過
酷
な
訓
練
を
強
い
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
厳
し
い
か
ら
こ
そ
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
時
の
喜
び
、
充

実
感
は
と
て
も
大
き
な
も
の
で
す
。
目

標
に
向
か
い
、
困
難
に
直
面
し
て
も
、

立
ち
向
か
う
強
い
気
持
ち
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
私
も
「
絶
対
に
パ
イ
ロ
ッ
ト

に
な
る
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
何
事

に
も
取
り
組
ん
で
き
た
た
め
、
今
で
は

大
空
を
自
由
に
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
夢
に
向
か
っ
て
、

何
事
に
も
諦
め
ず
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

私
の
飛
行
隊
長
と
し
て
の
任
期
は
後

１
年
３
か
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
方
か
ら
賜
っ
た
ご
支
援
に

報
い
る
た
め
、
日
々
飛
行
訓
練
を
安

全
か
つ
一
生
懸
命
に
励
み
、
世
界
に
誇

れ
る
飛
行
技
術
を
磨
い
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
、全
国
各
地
の
多
く
の
方
に

「
夢
」、「
希
望
」、「
感
動
」
そ
し
て
「
笑

顔
」
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
隊
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ブ
ル
ー
・
イ
ン
パ
ル
ス
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

常に危険を伴うため、緊張感を持
ちながらの飛行ですが、眼下に広
がる富士山や紅葉した山々、朝日
や夕日に染まる雲海、暗夜の中で
瞬く満天の星空などを見られるこ
とは自分へのご褒美とのこと。

夢
に
向
か
っ
て

    

何
事
に
も
諦
め
ず
！

明
日
へ
の

明
日
へ
の

扉
No.1

昭和63年大姶良中学校卒業、平成3年鹿屋高
校卒業。平成8年防衛大学校卒業後、航空自衛
隊に入隊。平成25年3月に宮城県松島基地に所
在する第11飛行隊（ブルー・インパルス）に
配属。平成26年8月から飛行隊長として勤務。
（42歳）

日 髙 大 作さんさん

No.1

日 髙日
Daisaku Hidaka
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鹿
屋
市
役
所
　
　
鹿
屋
市
共
栄
町
20
番
1
号
　
　
☎
0994-43-2111

吾
平
総
合
支
所
　
吾
平
町
麓
3317

番
地
　
　
　
　
☎
0994-58-7111

輝
北
総
合
支
所
　
輝
北
町
上
百
引
3914

番
地
ロ
　
☎
099-486-1111

串
良
総
合
支
所
　
串
良
町
岡
崎
2081

番
地
　
　
　
☎
0994-63-3111

平
成
27年

１
月
13日

発
行
　
№
217

（
通
常
版
13日
・
お
知
ら
せ
版
28日

発
行
）

発
行
／
鹿
屋
市
　
編
集
／
市
長
公
室
広
報
広
聴
課

広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供
を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。
広告に関するお問い合わせは、印刷会社、市広報広聴課になります。
お気軽にお問い合わせください。

広告のひろば
㈱綜合印刷 

☎ 0994-43-2093

新中学生制服ご予約・採寸受付中!新中学生制服ご予約・採寸受付中!

いけのうえ 

市内各小・中学校標準服取扱店 

小学生・中学生制服の
ご予約・採寸特価セール実施中!!
お早めにご来店ください。

㈲池之上百貨店  鹿屋市向江町８-３ ☎ 42-2191　　0120-80-7777

鹿屋市田崎町108  葬儀相談係  池田 成利

☎0994-44-4440

みんなが立派にお葬儀を行えますように！

家族葬の
池田屋

24時間受付 お気軽にお問い合せください

斎場使用料・遺影写真・棺・骨つぼ・位牌
病院お迎え・通夜、火葬場の手伝い・役場手続き無料

￥194,000～家族葬・一般葬

￥98,000まごころ葬
（仏事、神事を行わず親族のみで
まごころをもって送る葬儀です。）

￥194,000
～そんな地域になりますように　　～

地域の皆様が
会員です！

詳細はホームページでご確認下さい。

上記の全ての資格は風の村で働きながら取得できます。上記の全ての資格は風の村で働きながら取得できます。上記の全ての資格は風の村で働村上 がら取得できます。がら取得

福祉斎場は事前相談すると
金利手数料０円の分割払いＯＫ！

3斎場すべて100名収容ホール

観音福祉斎場 大崎福祉斎場 細山田福祉斎場

私どもの福祉斎場（観音・細山田・大崎）は上記の金額と最高な
設備の斎場で故人様を立派にお見送りすることができます。

福祉斎場総支配人　中原　哲史

【最高に充実した親族控室】

鹿屋市新生町 曽於郡大崎町 鹿屋市串良町細山田

上村葬祭 本社　鹿児島県鹿屋市旭原町3589-4
　　　（青山斎場敷地内）

株式
会社

お葬式のご依頼・ご相談・お問い合わせは

☎0120－５
ご く ら く

９９－０
て ん ご く

５９

￥200,000～

明朗会計
安心価格

が

もっとうで
す!

つなぐいのち、つながるこころ。つなぐいのち、つながるこころ。

寿

西原

バイ
パス　　　　池田葬祭では

  いかなる『お葬式』 でも対応させて頂ます

　　　　池田葬祭では

  いかなる『お葬式』 でも対応させて頂ます

有限会社 orio 〒893-0061 鹿屋市上谷町11520-17　TEL 0994-42-5339

大人気！らーめん６８０円大人気！らーめん６８０円

「本誌持参」で「本誌持参」で

煮玉子サービス!!煮玉子サービス!!

鹿屋市新川町８６９
（大隅鹿屋病院近く）

定休日：不定休
☎ 0994-41-9051 

営業時間　11：00～14：00
　　　　　18：00～21：00

おかげさまで、
南日本新聞に

掲載されました。
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